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第 43 回全日本中国語スピーチコンテスト富山県大会 

 

―  開 催 要 項  ― 

                

Ⅰ 目 的 

  日本における中国語学習の普及･向上を目指すことを通じて、日中両国の相互理解と友好増進に貢献

することを目的とする。 

Ⅱ 開催日時 2025 年 10 月 25 日（土）13：30～ 

Ⅲ 会 場   富山県中小企業研修センター5 階 501 号室 

        富山市赤江町１番７号 ℡（076）441-2716 

Ⅳ 主催等 

 ［主 催］特定非営利活動法人富山県日中友好協会 

   ［後 援］富山県、北日本新聞社、（公財）とやま国際センター 

  Ⅴ 出場者数 

    全部門合わせて 20 名を超えるエントリーがあった場合、審査員による原稿（中国語）審査を行う 

 場合があります。 

Ⅵ 出場資格  

＜共通資格（全部門）＞ 

  以下の条件を満たした者のみ出場できます。 

（１） 日本国籍を有すること。 

（２） 両親がどちらも中国語を母語としておらず、自分自身も中国語を母語としていないこと。 

（注 1） 

（３） 中国語を主にして授業を行う学校（中華学校など）に在学した経験がないこと。  

（４） 富山県に住んでいるか、富山県の学校や職場に通っていること。 

＜部門ごとの出場資格＞ 

 ■スピーチ部門 

（５） 中国語を日常的に使用する地域に、通算 13 ヶ月以上留学または滞在したことがないこと。

ただし、中国にある日本人学校に在学した経験がある場合、滞在期間に関係なく出場可能。  

（６） 過去に全国大会で優勝したことがないこと。 

＜部ごとの出場資格＞ 

  ■ 大学生の部  

• 大学、大学院、またはそれに相当する学校に在学している者。（注 2）  

• 出場時の年齢が 30 歳未満である者。（30 歳以上の者は「一般の部」に出場） 

■ 高校生の部  

• 高校に在学している者。  

■  一般の部 

• 18 歳以上で大学、大学院などに在学していない者、在学中でも出場時の年齢が 30 歳以上の者は

「一般の部」に出場すること。 

注 1：「母語」とは、その人が自然に身につけ、日常的に使用する言語のこと。  
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注 2：大学には短大や文科省指定の外国大学日本校も含まれる。 

Ⅶ 部門及びテーマ 

■ 朗読部門［所定の課題文の朗読］ 

高校生の部、大学生の部、一般の部 

■ スピーチ部門 ［自由テーマ、５分以内、2024 年度（2025 年 3 月まで含む）以前に本大

会または他スピーチコンテストで発表された原稿は不可。］ 

高校生の部、大学生の部、一般の部 

Ⅷ 審査基準  

■ 朗読部門 

（１） 発音、イントネーションが正確で流暢であるか。 

（２） 内容を理解しているか。 

■ スピーチ部門 

（１） 中国語の運用が正確であるか。 

（２） 発音、イントネーションが正確で流暢であるか。 

（３） 内容がテーマに沿っているか、弁論として構成と論旨が適切であるか。 

Ⅸ 表 彰 

（１） 終了後、審査員が判定会議を開き、入賞者を決定します。 

（２） 入賞者には、副賞を贈呈します。 

Ⅹ 全国大会へのエントリー 

  朗読部門及びスピーチ部門のうち、大学生の部、高校生の部及び一般の部から各１名を全国大会出場

者として推薦します。 

  ＊全国大会 2026 年 1 月 11 日（日）東京・飯田橋日中友好会館地下大ホ－ル 

Ⅺ 応募方法   

（１） 出場希望者は、応募用紙に必要事項を記入のうえ 10 月 9 日（木）まで特定非営利活 

動法人富山県日中友好協会に郵送、FAX、または e-mail でお申込みください。 

（２） 朗読部門は、課題文を当協会ＨＰにて予め公表いたします。 

（３） スピーチ部門の発表原稿は、A４版用紙を縦に使い横書きで、中文、和文を別々に作 

成し、10 月 16 日（木）までに特定非営利活動法人富山県日中友好協会へ郵送、FAX、 

または e-mail にて提出してください。 

 Ⅻ その他 

   大会時の写真は、特定非営利活動法人富山県日中友好協会のホームページ、機関紙、当協会の 

    イベント（総会他）で公開します。また、メディアの取材が入る場合があります。 

 

 

         ～問い合わせ・申込み先～ 

特定非営利活動法人富山県日中友好協会 

〒930-0855 富山市赤江町１番７号 富山県中小企業研修センター５階 

電話 ０７６－４３３－８０６０ FAX ０７６－４３３－８０６５ 

e-mail  jcfa@t-nichu.or.jp 

 


